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資料３-2
交通行動特性調査について



1１．調査目的

調布市地域公共交通計画の策定にあたり，だれもが移動しやすい環境の形成を目指し，移動制約者（※1）を対象とし
た地域住民の現在の行動特性や困りごとを調査する。

調査結果は，地域公共交通計画に示す現状課題や，基本方針および施策案を整理するための基礎情報として活用する。

交通行動特性調査

移動制約者（高齢者・子育て世代・障害者）を対象
として，アンケート調査やヒアリング調査を実施し，
現在の移動状況（1日の行動）や普段の移動に感じて
いる困りごとを調査

課題

3-1 骨格となる民間バス路線の維持

3-2 幹線交通を補完するコミュニティ交通の維持，改善

3-3 移動制約者を対象とした多様な取組みが必要

3-4
上記移動手段確保の対応をまちづくりとの連携，
地域協働のもと実施

「だれが，いつ，どこへ，どんな移動をしていて，
どの移動に困っているのか」を把握

〇地域公共交通計画（案）の課題（仮）

調査結果を分析・活用

※1：移動制約者
本計画においては、路線バス等の公共交通が日常生活の中で使用

しにくいと考えられる「高齢者」「子育て世代」「障害者」を移動
制約者の対象とする。



2２．調査概要

高齢者 子育て世代 障害者

①調査目的
公共交通（鉄道やバス）を利用しにくいことが想定される地域における高齢者の交通行動を詳細に把
握する。また，移動の制約と合わせて，制約を解消するために必要な支援内容を把握する。

②調査方法

調査方法 アンケート調査 アンケート調査 対面ヒアリング

対象者 市民のうち65歳以上を対象 未就学児がいる世帯

就労支援センター，総合福祉セ
ンター，市役所の窓口など対象地域

公共交通を不便としている地域
※次頁に記載

公共交通を不便としている地域
※次頁に記載

対象者の抽出方法 住民基本台帳より無作為抽出 住民基本台帳より無作為抽出

配布・回収方法
郵送配布，郵送回収
（回答はWEBも可能）

郵送配布，郵送回収
（回答はWEBも可能）

ー

調査規模
配布2,000部，回収600部を想定
（回収率30％程度）

配布1,000部，回収300部を想定
（回収率30％程度）

平日を想定
各施設，1日実施予定

③スケジュール
7月上旬 郵送

7月下旬 回答〆切
7月中にヒアリングを実施

公共交通を利用しにくいと想定される地域にお住まいの高齢者，子育て世代，および市内の障害者を対象に交通行
動調査を実施予定。



3３．アンケート調査対象者の抽出

下記のいずれかに該当する町字を対象とする。

＜抽出条件＞

 鉄道駅から500ｍ（※１），バス停から200ｍ以遠（※２）の面積比率が25％以上（※３）

の町字
 令和5年度アンケートでバスに対する不満が50％以上（※４）の町字

※１：鉄道駅半径500mは，高齢者が無理なく歩ける距離（50m/分として10分程度）から設定
高齢者が無理なく歩ける距離は，都市構造の評価に関するハンドブック（平成26年，国土交通省発行）より設定

※２：バス停半径200mは，ミニバスのバス停間隔200ｍから設定
※３：ただし，面積比率25%未満の町字であっても交通不便と考えられる地域である場合，調査
対象とする。

※４：不満が50%未満の町字であっても，鉄道駅から500m以内の比較的アクセスがよいと考えら
れる地域である場合，調査対象から外す。

• 各町字の最小配布枚数を5枚とし，人口按分により配布枚数を振り分ける。
• 各町字の配布枚数は次ページの通りとする。

＜配布枚数の考え方＞



4４．アンケート調査対象者の抽出

調査対象町字（高齢者アンケート） ※地図上の数値：配布枚数

北部：852枚

東部：383枚

南部：333枚

西部：432枚



5４．アンケート調査対象者の抽出

調査対象町字（子育て世帯アンケート） ※地図上の数値：配布枚数

北部：429枚

南部：117枚

西部：241枚

東部：213枚



6５．アンケート項目の基本方針

 調査目的を踏まえ，対象属性別に「だれが，いつ，どこへ，どんな移動をしていて，どの移動に困っているのか」
を把握するため，基本属性や普段の1日の外出状況を回答のうえ，移動の困りごとの内容について具体的に回答でき
る調査票とし，以下の構成で設問を設定。

アンケート項目 設問内容 趣旨

問１
基本情報

（個人属性）

■ご自身について
個人属性：性別，年齢，居住地，職業，運転免許の有無，自家用

車の保有，送迎の有無，シルバーパス保有，駅・バス停までの徒歩
時間，フレイル，外出頻度など

個人属性をクロス分析し，どんな方に，
どんな困りごとがあり，どんな解決策
が必要か，行き届くべきサービスを見
極めるための基礎情報

問２
普段の外出状
況について

■平日・休日別の代表的な行動パターンと困りごと
A.時間帯：移動の時間帯
B.目的地：具体的な施設名 ※帰宅（自宅）も含む
C.移動目的：通勤，買物，通院，趣味・娯楽，帰宅，その他
D.移動手段：徒歩，自転車，バス，鉄道，タクシー，施設送迎

等）
E.困りごと：困りごとがある場合の困りごと

地域としてどのような移動が多いのか
大まかな移動の軸を把握するとともに，
普段の移動の中で感じている困りごと
を把握し，対応策の検討材料として整
理。

問３
移動に関する
お困りごとに

ついて

■困りごとの解決に向けた要望
問３-１：困りごとを解決するために何が必要と思うか
問３-２：新しい移動手段を導入する場合に利用可能と思う運賃

現在の移動の困りごとに対してどのよ
うな施策があれば解決するのか，施策
を導入するためにどのようなサポート
を求めているかを見極める

問４
その他の移動
について

普段の日常生活の中で行きたいと思っていても行く事が困難な場所
や，その他市内の公共交通に関する要望について

現在している移動以外に，行きたくて
も行く事ができない顕在化されていな
い需要がないかを把握し，対策の必要
性を検討するための情報として確認。

アンケートで得られた移動状況や困りごと，ニーズ等を踏まえ，導入する施策の方向性を検討



7６．アンケート調査の内容

高齢者対象アンケート票（オモテ面） ＜A3サイズ2つ折り＞

基本属性
の把握

困りごとに
対する
対応策の
ニーズ把握

潜在的な
需要の把握 高齢者には身体的

な制約条件（フレ
イル状況）を把握

関係部署と内容を
最終調整中



8６．アンケート調査の内容

高齢者対象アンケート票（ウラ面） ＜A3サイズ2つ折り＞

1日の
行動パターンと
困りごとを把握

関係部署と内容を
最終調整中



9６．アンケート調査の内容

子育て世代対象アンケート票（オモテ面） ＜A3サイズ2つ折り＞

基本属性
の把握

困りごとに
対する
対応策の
ニーズ把握

潜在的な
需要の把握

子育て世代には家
族状況（子供の人
数等）を把握

関係部署と内容を
最終調整中



10６．アンケート調査の内容

子育て世代対象アンケート票（ウラ面） ＜A3サイズ2つ折り＞

1日の
行動パターンと
困りごとを把握

子育て世代では子供との同行
や送迎についても確認

関係部署と内容を
最終調整中


